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実現度調査の分析と改善策【全年次共通】

生　徒 77% 3%

保護者 75% -4%

教職員 72% -4%

生　徒 93% -4%

保護者 93% -2%

教職員 95% -3%

生　徒 85% 0%

保護者 76% -3%

教職員 72% -4%

生　徒 80% -2%

保護者 77% -2%

教職員 85% -2%

生　徒 95% -3%

保護者 95% -2%

教職員 97% -3%

生　徒 76% 0%

保護者 85% -5%

教職員 88% -4%

生　徒 76% -4%

保護者 83% -6%

教職員 90% -7%

生　徒 79% 0%

保護者 83% -5%

教職員 85% -1%

生　徒 81% -3%

保護者 75% -3%

教職員 88% -1%

生　徒 82% -7%

保護者 75% -8%

教職員 90% 1%

生　徒 80% -7%

保護者 84% -5%

教職員 75% -3%

生　徒 72% -1%

保護者 59% -2%

教職員 78% -3%

生　徒 80% 1%

保護者 84% -4%

教職員 90% 0%

改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

①

学 ぶ 意 欲 を 引 き 出
し、学力を身に付け
られるような授業が
行われている。

肯定的が、昨年度より生徒の数値が上がっているが、教職員、保護者の
数値は微減であった。授業改善の取り組みである「わかる授業」「主体
的・対話的で深い学び」等の実践が定着しつつあり、生徒の満足度は高
い水準を維持している。一方で、学力層の二極化の傾向は依然として
残っている（別調査の結果によると、「家庭学習時間」や「欠点数」に
大きな変化は見られていない）。

例年と同様に、基礎学力を身に付ける段階である1年次では、学習上のつまずきを
防ぐ観点から国語・数学・英語の３教科で習熟度別または少人数クラスでの授業
を行っていく。
授業以外でも、考査前学習会、個人への添削指導、スタディーサポートの結果を
利用した担任による面談の実施等、個に対応した指導を充実させていく。授業改
善を継続していくとともに、今後は観点別評価について研究を深め、学力の二極
化の解消を目指す。

　保護者　各位

令和元年度　　学校評価アンケート結果の分析と改善策について

　今年度の学校評価に多数のご協力をいただき感謝申し上げます。以下のとおり集計結果をご報告いたします。
利府高をさらに良い学校へ、また活気溢れる学校にしていこうという生徒・保護者の皆様の思いや期待に添えるよう取り組んで参ります。
今後ともご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。
　なお、集計結果（実現度調査）の詳細については、本校ホームページ[https://rifu-h.myswan.ed.jp/evaluated]をご覧ください。

　実施日：令和元年１１月１日（金）
　回収日：令和元年１１月１４日（木）
　対　象：生徒（回答数７７５名　回答率9５.７％）、保護者（回答数7７９名　回答率9６.２％）、教職員（6０名）
　　　　　「よく出来ている」、「大体出来ている」、「あまり出来ていない」、「出来ていない」の４段階による評価

アイコン表記のルール　  　　 ：80% 以上　   　　：60～79%　 　  　：40～59%　　   　：40% 未満　　　　　　　　　　：10% 以上　  　　 ：0～9%　　 　  ：0% 未満

実現度調査　質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析

②

挨拶やマナーなどの
基本的生活習慣の確
立に関する指導が行
われている。

基本的生活習慣の確立に関する指導については、ほぼ徹底できている。
特に挨拶については、学校生活のあらゆる場面を通じてその雰囲気づく
りを行っており、その成果が浸透してきたと考えられる。一方で校外で
のマナーに対する苦情などもあり、校内外を問わず基本的な姿勢を育む
ための継続的な啓発が必要である。

引き続き、自然に挨拶を交わせる雰囲気を学校全体を通じて作り上げる。その中
で、基本的生活習慣に関する1人1人の意識の高揚に繋げていきたい。また、マ
ナーの確立に関してはHRや集会、部活動等を通じて継続的に啓発活動を行うと共
に、地域のボランティア活動等の機会を増やし、外部や社会全体に目を向けさせ
ることでより広い視野を育む指導を模索していきたい。

③
進路目標の明確化に
向けた適切な指導が
行われている。

肯定的な回答に、生徒と教職員の認識差が13%と差がある。生徒が求め
ているものと、教職員が求めているレベルに差が出ている。

総合的な学習（探究）の時間やホームルーム活動、二者面談などで進路目標の明
確化に向けた取り組みを継続して行っていきたい。

④

教員やカウンセラー
が必要な時に相談に
応じてくれる体制が
できている。

大多数が肯定的にとらえていると考えられる。しかし、教員と保護者の
間で若干の隔たりがある。それは、情報不足が考えられる。生徒だけで
なく保護者への働きかけも的確に行って行く必要がある。

教育相談を身近に感じるように、今後も保健だよりやカウンセリング通信を通し
て、広報活動を行う必要がある。潜在的に相談を希望する生徒や保護者がいるの
で、普段から相談しやすい体制づくりを心がけたい。

⑤
部活動は活発に行わ
れている。

肯定的な回答の割合が総計で95.1%と非常に高い数値が得られている。
対象差・認識差ともに少なく、前年度同様高い水準である。今年度は、
運動部・文化部ともに、例年よりも高い成績を上げていることも影響し
ていると考える。

継続して生徒が主体的かつ積極的に部活動に取り組める環境づくりに努める。部
活動は本校の大きな特色であり、周囲からの期待度も高いため、生徒に自覚と責
任を持たせていくことが必要である。同時に学習と部活動との両立や学習時間の
確保について充実させていきたい。

⑥
生徒会活動は活発に
行われている。

生徒と教職員の認識差が12%と開きが出ている。生徒会執行部や各種委
員会が責任感を持ち、積極的に活動の機会を増やしてきてはいるもも
の、まだまだ、外部への主体的な発信や活動に関しては消極的な面も見
られるため、対策と改善が必要である。

生徒会執行部は、生徒会行事や利府高祭の企画・運営、十符っ子ブラザーシップ
におけるリーダー的役割等々に積極的に取り組んでいる。今後は学校活性化のた
めに、生徒が主体的に課題を解決し、行動できるような組織作りに努めるととも
に、本校の活動を外部に発信できる機会や地域の活動に積極的に参加する機会を
増やし、地域の信頼を得られるよう努めていきたい。

⑦
有意義な学校行事が
ある。

生徒と教職員の認識差が14%と比較的大きな開きが出ている。毎年反省
を踏まえながら実施しているが、行事が教育効果をすべての生徒に認識
させるとは難しい。よりよい学校行事が行えるように対応していく必要
がある。

新たな行事を増やしたり、行事の日数を延ばすことは現状では難しい。よって、
限られた時間と予算の中で、行事内容の充実を図ることが必要である。特に大き
な行事である利府高祭と体育大会等において、実行委員を筆頭に意見を集約し、
生徒が主体的に課題解決に取り組み、内容の充実を図る能力の育成に努めたい。
そのため、時間的な余裕をもって計画的に取り組めるような調整や春に実施する
リーダー研修会の内容の見直しを図り、早い時期から主体性を促す活動を行って
いく等の改善を検討する。

⑧

地域や伝統などに根
ざした特色ある学校
づくりに取り組んで
いる。

「良好ととらえる割合」は、生徒79％・保護者83％と高い割合を占め
た。利府町と連携した総合学習の実施等がその原因と考察する。

本校は、開校当時より地域に根ざした教育活動を展開しており、その代表的なも
のとしては、「梨の花粉交配」や「スポーツ交流」、「ブラザーシップ」などが
あり、参加生徒にとって大変有意義なものとなっている。本校は、部活動が大変
盛んな学校であり、今年度は災害ボランティアに有志生徒や部活動単で参加した
こともあったことから、学校行事のみならず参加形態なども工夫することで、よ
り地域に密着した活動や生徒にとって貴重な経験を積ませることができると考え
る。

⑩

学校便りなどによっ
て、学校の情報は適
切 に 伝 え ら れ て い
る。

肯定的意見が多くを占めているが、生徒および保護者の回答において、
良好ととらえる割合を昨年度と比較した際に、それぞれ－7％・－８％
のマイナス評価となったことから、よりニーズに対応した情報伝達に努
める必要があると考える。

本校の広報機関紙である「燃えろ！利府高」を毎月発行し、本校の特色ある教育
活動や生徒の功績をタイムリーに発信している。
また、緊急を要する情報やより確実に連絡を伝える手段として、一斉メール配信
を活用しその情報伝達を実施しているが、より迅速な情報発信に努めたい。
本校ホームページについては、年度当初各運動部や文化部、またその他の顕著な
功績がスムーズにアップできなかったことがあったことから、情報化社会にしっ
かりと対応した情報発信にも努めていきたい。

⑨
災害・非常時の避難
方法や連絡方法は伝

えられている。

質問項目について肯定的な回答の割合は、保護者７５％、生徒８１％に
なっている。メール配信等によって災害時の対応について一定の理解が
得られている。しかし「あまり出来ていない」「出来ていない」と評価
する保護者は約２４％、生徒は約１８％になっている。災害時の登下校
や避難について、周知されていない面を見直していく必要がある。

校内の避難場所や避難経路は、指導している。災害時における生徒の学校待機や
保護者への引き渡しについては調査している。災害発生時の登校、下校について
は、メール配信等が活用できるように整備していく。さらに防災の手引きをさら
に改善していく。

⑪
校舎やグラウンドな
どの施設や設備は整
備されている。

肯定的な回答の割合が、全体平均で約8０％という評価であるが、前年
度と比較すると、その割合が低下している。
開校から3５年経過し施設･設備の老朽化が進んでいること、及び３５年
以上前の仕様であるがゆえの使いづらさが大きな要因と考えられる。
生徒が安全で安心した学校生活を送るための計画的な整備が必要であ
る。

中・長期的な整備計画を策定し、施設･設備の整備を推進するとともに、定期的な
点検を継続し、緊急性の高いものについては、速やかに対応しながら、学習環境
の改善に取り組んでいきたい。

⑫
日頃からいじめの早
期発見に取り組んで
いる。

保護者と教職員との認識差が19%と大きな開きが出ており、本校のいじ
めの早期発見への取り組みがあまり浸透していないことが伺える。
HP上における「利府高校いじめ防止基本方針」の掲載や、ＰＴＡ総
会・予備登校時、三者面談等での保護者への周知、集会やＨＲ等での生
徒への啓発に努めてきたが、これだけではまだ不十分であると考えられ
る。さらに踏み込んだ改善と対策が必要である。

いじめの未然防止・早期発見・早期解決への取り組みをさらに教職員で共有し、
全員が多面的に生徒の様子や状況を把握するよう徹底する。さらに、一昨年度か
ら学校生活調査（いじめアンケート）の回数を年４回に増やし改善を図ってきて
はいるが、さらに内容等の検討を重ね、早期発見･追跡調査･情報共有を徹底して
いきたい。

⑬
学校生活は充実して
いる。

肯定的な意見が生徒８０％ 保護者８４％ 教員９０％といずれも高い
割合であった。日々、目標をもって充実した学校生活を心がけているこ
とが伺える。

8割以上が良好であると回答してるが、生徒の認識が保護者・教員よりも低くなっ
ている。学校生活調査で現状分析を行い、生徒の思いを的確に把握する必要があ
る。将来に対する目標を持たせ、より充実するように支援していきたい。



生　徒 71% 3%

保護者 63% -2%

教職員 42% 9%

生　徒 81% 12%

保護者 64% 1%

教職員 52% 6%

生　徒 82% 4%

保護者 73% -1%

教職員 70% -5%

生　徒 83% 0%

保護者 71% -4%

教職員 77% -1%

生　徒 78% 2%

保護者 68% -2%

教職員 80% -4%

生　徒 75% -4%

保護者 82% -5%

教職員 80% -4%

生　徒 67% 3%

保護者 63% 0%

教職員 85% 7%

生　徒 78% 1%

保護者 79% -1%

教職員 95% 14%

生　徒 － －

保護者 77% -3%

教職員 93% -2%

生　徒 85% -5%

保護者 79% -3%

生　徒 83% 2%

保護者 71% 2%

生　徒 87% 4%

保護者 70% -13%

生　徒 88% 7%

保護者 78% -1%

生　徒 75% -5%

保護者 75% -1%

生　徒 83% 5%

保護者 80% 6%

改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

⑭
家庭学習を含めた自
主・自立的な学習態
度を育成している。

肯定的な回答が、教職員41．7％、保護者62．5％、生徒70．7％で
あった。
例年と同様に生徒・保護者と教職員の差は依然として大きいものがあ
る。保護者の肯定的な回答については、年々低下しており、家庭学習の
定着には至っていないことがうかがえる。

各教科で実施している学習オリエンテーションをとおして、1年次早期より「予習
→授業→復習」という学習サイクルを徹底させる。部活動だけではなく学業に対
する高校生活の目的意識を確立させる。
具体的な方策として、課題や小テストなどを授業と連動させること、スタディー
サポートの結果を分析して効率の良い学習法を確立させることなどが考えられ
る。
また、課題は生徒の負担を正確に把握した上で適量を与えるとともに、質的に工
夫された内容になるようにする。

実現度調査　質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析

⑮
進学先の学業に対応
できる学力を養成し
ている。

肯定的な回答が、教職員51．7％、保護者63．8％、生徒81．2％で
あった。
生徒の肯定的な回答が前年比12％増と飛躍的な増加が見られた。ま
た、教職員の肯定的な回答も前年比6％増となっている。
生徒の学力差を正確に把握し、成績上位層に対して高度な学習内容を与
えていることに連動して、すべての授業において全般的にレベルが上
がっているようだ。

昨年度に引き続き、授業では生徒に主体的に学ぶ姿勢を身につけさせ、基礎学力
の定着を図っていく。また、課題や小テストなどをうまく組み合わせて学習内容
を確実に定着させるとともに、成績上位層には発展的な内容に積極的に取り組ま
せる。
総探・特活委員会を中心に、１年次からの探究的な学習活動と進路学習の実践に
取り組む。

⑯

３年間を見通した計
画的・継続的な進路
指導体制が確立され
ている。

３年間を見通しながらも、年度ごとに状況や年次の色をつけながら指導
しているが、共通理解が得られていないかもしれない。

今一度、目標設定とその達成に向けた進路指導のあり方について検討していき、
情報発信も含め、広く共有できるように心がけたい。

⑰
「総合的な学習の時
間」における進路指
導が充実している。

良好と捉えている保護者の割合が低くなっている。各年次に必要な学習
を設定しているが，保護者に対する内容の説明が不足していることが原
因と思われる。

年次毎に必要な内容の充実を図っていく。名称も総合的な探究の時間と変わり、
生徒の進路選択や獲得させる力を整理して，計画的に充実を図っていきたい。

⑱
個に応じた適切な進
路指導が行われてい
る。

卒業後の進路が多様校である本校にとって、個に応じた指導を行ってい
るが、１・２年次では全体指導が中心なので、個々人に対しての丁寧な
対応が見えにくいにのかもしれない。

１・２年次では全体的な指導が中心にはなるが、三者面談だけでなく、二者面談
などの進路カウンセリングを通して、各生徒の進路希望に合わせた声がけは引き
続き行っていきたい。

⑲
全校清掃、校内外の
美化活動を実践して
いる。

保護者と教員からは、肯定的な意見が多い。校内美化･活動に対して一
定の評価があると考える。しかし 生徒は７５％と低くなっている。これ
は、生徒総会で改善要求があるように，トイレの劣化による老朽化にも
原因があるように思われる。

日常清掃の徹底が影響していると考えられる。一方、校舎の老朽化に伴い，掃除
による美化に限界もあるので，業者による清掃や校舎の改築等の対応も考えてい
く必要がある。

⑳

「人の集まる図書館
づくり」に努め、学
習センターとしての
機 能 が 充 実 し て い
る。

授業での活用や、放課後の学習、進路に関する調査利用が多くなってお
り、学習センターとしての役割は果たせているが、利用状況は保護者に
は見えにくい。生徒、保護者の良好ととらえている割合については昨年
と変わらないが、教職員の割合が７％増えたため、保護者と教職員との
認識の差があるように感じられている。利用の拡大について周知を続け
て行く必要がある。

授業の活用時や図書館だより発行等を通じ、図書館利用の促進に向けた情報発信
を続けていきたい。
施設の利便性向上を考慮し、図書館内でさらなる情報収集ができるように、パソ
コンの増設を考えている。

実現度調査の分析と改善策【１年次】

実現度調査　質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析 改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

㉑
衛生管理を徹底し、
生徒の健康の保持増
進に努めている。

肯定的意見が多くおおむね取り組みは評価されている。生徒の健康の保
持増進は日頃の指導によるところが大きく、各クラスや部活動で、きめ
細やかに配慮されているものと考えられる。

保健だよりで定期的に情報発信をしている。感染症予防については、教室の換
気、石鹸や手指消毒液の補充、マスクの提供などを今後も継続していく。

㉒
ＰＴＡや同窓会活動
の 充 実 に 努 め て い
る。

肯定的な回答の割合は、保護者７７％、教職員９３％になっている。Ｐ
ＴＡ活動や同窓会活動について行事案内や広報活動を行っていること
が、ある程度評価されている。一方で「あまり出来ていない」「出来て
いない」と評価する保護者が約２１％になっている。ＰＴＡ行事への関
心が低く、参加者が少ないことやＰＴＡ行事が周知されていないことな
どが原因ではないかと分析する。

ＰＴＡ行事への参加案内や活動報告を継続していく。特にＰＴＡ総会や年次ＰＴ
Ａ総会等について内容の充実を図り、出席者が増加するように努める。また、Ｐ
ＴＡ会員研修や環境整備活動についても、参加者が増加するように広報活動を継
続していく。

実現度調査の分析と改善策【２年次】

実現度調査　質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析 改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

①

体験学習（オープンキャン
パス参加）をとおして、学
問研究の場に直接触れるこ
とにより、大学で学ぶ意義
について学習し、進路に対
する視野を広げる指導が行
われている。

生徒、保護者の80％程度が肯定的な回答しており、体験学習の意義や
内容は概ね理解されていると思われる。

今年度は主に仙台市内の大学へ、生徒の希望に沿った形で実施した。事前準備を
しっかりと行い実施した結果、生徒たちの肯定的な意見は85.1%と高いもので
あった。この体験を踏まえ、今後はより一層の進路意識の向上に繋げていきた
い。

②

継続的に週末課題や教科ご
との課題を実施することに
より、家庭学習の習慣化が
図られている。

生徒の83.4％が肯定的に回答していた。しかし、保護者の肯定的な回答
は71.4％と生徒と10%以上の開きがあり。まだまだ、保護者の目から
見て、家庭学習が習慣化されていない現状が窺える。

週末課題の提出状況の継続的な定着を目指す。普段の家庭学習時間を向上させる
ための、生徒の意識改革につながる手立てに取り組んでいく。

実現度調査の分析と改善策【３年次】

実現度調査　質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析 改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

①

大学見聞会をとおして、
様々な大学情報に触れるこ
とで、進路選択についての
意識を高める指導が行われ
ている。

生徒の86.6％が肯定的な意見であり、「進路選択の参考になった」と感
じている生徒が多く、有意義な進路行事の一つとなっている。
保護者の肯定的意見は，保護者対象の進路講演会等の実施によるもの考
えられる。

さらなる有意義な行事として定着させられように、他の進路行事との相乗効果を
高め、更なる教育効果につなげられるようにしていく。

②

自学自習の習慣を定着させ
るため、週末課題教科ごと
の課題の実施が継続的に行
われている。

生徒の88.1％、保護者の78.3％が肯定的意見であり、概ね週末課題に
取り組むことが習慣化しているが、一般受験に向けた自学自習までには
至っていないと思われる。

週末課題の提出状況は概ね良好であるものの、一部では定着がしていない生徒も
見られる。進路目標に向けた強い動機付けを持たせ，学習習慣の定着を目指す。

①

放課後や夏季休業中の課外
講習を計画的に実施するこ
とにより、恒常的な学習習
慣呼びかけている。

生徒75％・保護者75％が肯定的な意見であった。昨年と比べると若干
ではあるが生徒・保護者共に肯定的な意見が減少した。対象が希望受講
した生徒に限られるため、肯定の回答が若干ではあるが減少したと考え
る。

課外講習の期間や時間を拡充することが改善策として考えられるが、部活動やそ
の他の業務との兼ね合いがある。
本校の実情を踏まえれば、現状の工夫と個々の生徒に添削指導を行う等の個別指
導の拡充も考えられる。

②

希望する進路に応じたガイ
ダンスや学習会を実施し、
より明確な目標と学習計画
が立てられるような指導が
行われている。

生徒83％・保護者80％が肯定的な意見であり、昨年度と比較すると若
干ではあるが、肯定的意見は生徒・保護者共に多くなってきている。。
「総合的な学習の時間」の中で、希望進路別に「進路研究」を行ったた
めに実感が高まったのではないかと考える。

「総合的な学習の時間」を活用しながら、時宜を得た指導を心掛けてきたが、進
路先が決定した生徒は進路学習へのモチベーションが大きく下がることもあり、
指導が難しい。模試の結果等を活用し、生徒個々への働きかけを強めることがで
きれば、改善できる部分はあると思う。






